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患者向医薬品ガイド 
2022年 3月更新 

 

ユニタルク胸膜腔内注入用懸濁剤 4g 
 

【この薬は？】 

販売名 
ユニタルク胸膜腔内注入用懸濁剤 4g 

Unitalc Intrapleural 4g 

一般名 タルク 

含有量 

（1バイアル中） 
滅菌調整タルク 4g 

 
 

患者向医薬品ガイドについて 
 

患者向医薬品ガイドは、患者の皆様や家族の方などに、医療用医薬品の正しい理解

と、重大な副作用の早期発見などに役立てていただくために作成したものです。 

したがって、この医薬品を使用するときに特に知っていただきたいことを、医療関

係者向けに作成されている添付文書を基に、わかりやすく記載しています。 

医薬品の使用による重大な副作用と考えられる場合には、ただちに医師または薬剤師

に相談してください。  

ご不明な点などありましたら、末尾に記載の「お問い合わせ先」にお尋ねください。 

さらに詳しい情報として、 PMDA ホームページ「医薬品に関する情報」

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html に添付文書情報

が掲載されています。 
 

 

【この薬の効果は？】 
・この薬は、胸膜癒着療法剤に属する薬です。 

・この薬は、胸膜腔内（きょうまくくうない）に注入されることにより胸膜腔内

に炎症をおこし、胸膜の癒着がおこると考えられています。 

・次の目的で、医療機関で使用されます。 

〇悪性胸水の再貯留抑制 

〇外科手術による治療が困難な続発性難治性気胸 

・この薬は、腹水の減少を目的としては使用されません。 
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【この薬を使う前に、確認すべきことは？】 
○急性呼吸窮迫症候群があらわれることがあり、死亡に至った例も報告され

ています。この薬の使用中に急速に進行する呼吸困難などの症状があらわれ

た場合には、ただちに医師に連絡してください。使用前、使用中には胸部Ｘ

線検査などが行われます。 

○次の人は、この薬を使用することはできません。 

・過去にこの薬に含まれる成分やタルクで過敏症を経験したことがある人 

○次の人は、特に注意が必要です。使い始める前に医師または薬剤師に告げて

ください。 

 ・肺に障害のある人 

・心臓に障害のある人 

・間質性肺疾患のある人 

・妊婦または妊娠している可能性のある人 

・授乳中の人 

 

【この薬の使い方は？】 
この薬は注射剤です。 

使用量、使用回数、使用方法は、あなたの症状などにあわせて、医師が決め、

医療機関において注射されます。 

通常、成人には、１回４ｇを５０ｍＬの生理食塩液で懸濁し、胸膜腔内に注

入します。 

[この薬を使用されるすべての方に共通] 

・両側の肺の胸膜腔内にこの薬を同時に使用した場合の有効性および安全

性は確立していません。また、片側の胸膜腔内にこの薬を使用した後に、

この薬をもう片方の胸膜腔内に使用した場合の有効性および安全性は確

立していません。 

・他の胸膜癒着剤との併用に関する有効性および安全性は確立していませ

ん。 

[悪性胸水の再貯留抑制の場合] 

・同側の肺の胸膜腔内にこの薬を追加で使用または再使用した場合の有効

性および安全性は確立していません。 

[外科手術による治療が困難な続発性難治性気胸の場合] 

・効果が不十分であると判断され、同側の肺の胸膜腔内にこの薬を追加で使

用する場合は、７日間以上の間隔をあけて１回４ｇを１回のみ追加で使

用されます。 

・再発したときにこの薬を再使用した場合の有効性および安全性は確立し

ていません。 

 

【この薬の使用中に気をつけなければならないことは？】 
・妊婦または妊娠している可能性がある人は医師に相談してください。 

・授乳している人は、医師に相談してください。 
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副作用は？ 

特にご注意いただきたい重大な副作用と、それぞれの主な自覚症状を記載

しました。副作用であれば、それぞれの重大な副作用ごとに記載した主な自

覚症状のうち、いくつかの症状が同じような時期にあらわれることが一般

的です。このような場合には、ただちに医師または薬剤師に相談してくださ

い。 

重大な副作用 主な自覚症状 

急性呼吸窮迫症候群 
きゅうせいこきゅうきゅうはく

しょうこうぐん 

息苦しい、咳、痰、呼吸がはやくなる、脈が速くなる、

手足の爪が青紫～暗紫色になる、唇が青紫色になる 

間質性肺疾患 
かんしつせいはいしっかん 

咳、息切れ、息苦しい、発熱 

ショック  
冷や汗が出る、めまい、顔面蒼白（そうはく）、手足が冷た

くなる、意識の消失 

アナフィラキシー  
全身のかゆみ、じんま疹、喉のかゆみ、ふらつき、動悸

（どうき）、息苦しい 

 

以上の自覚症状を、副作用のあらわれる部位別に並び替えると次のとおり

です。 

これらの症状に気づいたら、重大な副作用ごとの表をご覧ください。 

部位 自覚症状 

全身 発熱、冷や汗が出る、ふらつき 

頭部 めまい、意識の消失 

顔面 顔面蒼白 

口や喉 咳、痰、唇が青紫色になる、喉のかゆみ 

胸部 息苦しい、呼吸がはやくなる、息切れ、動悸 

手・足 脈が速くなる、手足の爪が青紫～暗紫色になる、手足が冷たくなる 

皮膚 全身のかゆみ、じんま疹 
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【この薬の形は？】 
販売名 ユニタルク胸膜腔内注入用懸濁剤 4g 

性状 白色～灰白色の微細な結晶性の粉末 

形状 

 

 
 

 

【この薬に含まれているのは？】 
販売名 ユニタルク胸膜腔内注入用懸濁剤 4g 

有効成分 滅菌調整タルク 

添加剤 なし 

 

【この薬についてのお問い合わせ先は？】 
・症状、使用方法、副作用などのより詳しい質問がある場合は、主治医や薬

剤師にお尋ねください。 

・一般的な事項に関する質問は下記へお問い合わせください。 

製造販売元：ノーベルファーマ株式会社 

（https://www.nobelpharma.co.jp） 

カスタマーセンター 

電話：０１２０－００３－１４０ 

受付時間：９時～１８時（土、日、祝日、会社休日を除く） 

 


